平成２９年度　学校評価実施報告書（別添様式８－２）

学校名（花山中学校）
（１）「確かな学力」の育成に向けて
	重点目標　インプットとアウトプットのバランスを重視しつつ，主体的で対話的で深い学びの授業をめざすとともに，学習確認プログラム等「狭義の学力（見える学力）」の向上に努めることで「自ら考え,表現（語る・描く・書く・歌う・奏でる）し,聴く」力を育成する。

	具体的な取組
□自ら学びに向かう力を育み，身につけさせるために，授業最初に「学習の目標（めあて，ねらい）」を提示する
□授業の構成として「考える」・「表現する」・「聴く」時間帯を確保しインプットとアウトプットのバランスを重視する
□各種行事や集会において「表現する」機会を多くとり，「公共の精神」に基づく態度を育成する
□家庭での自学自習の習慣をつけるため家庭学習の手引きの有効活用する
□全校として週末に課題（宿題）をだし，家庭での学習を定着させ基礎学力の向上を目指す
□学力向上委員会において，学習確認プログラムや週末課題の効果を分析し，教職員研修に役立てる
□学力向上委員会と連動した教科会を実施する
□従来から行われている朝学習・朝読書を継続させるため，朝の時間の確保を行う（時呈の改編）
□土曜学習の開催（１・２年は定期考査前の土曜日5回，3年生は１１月～の土曜日と定期考査前の土曜日１６回の構成
□「振り返りスタディ」「未来スタディ」を有効活用する
□定期考査前１週間（部活動停止期間）の放課後３０分自主学学習（全員参加）を実施する
□図書館活用を推進し，調べ学習などを通して学力育成の場とする
□「総合的な学習の時間」における問題解決学習や探究活動を推進する
□自他を大切にする態度を育成するため，道徳教育を通じて命の大切さやや他人を思いやる態度育成を行う
□伝統文化体験学習（茶道・華道・書道・琴・タップダンス・手芸等）を通じて，教科に偏らない幅広い学習を確保する。
□縦割り活動として収穫祭を充実させるとともに，道徳の縦割り学習を行う
□自ら考え表現し聴く活動として次の活動を充実させる
＊学校祭（文化の部・体育の部・合唱の部）＊英語暗誦（リサイタル）＊英語のフィールドワークの継続(２年生)　　

	（取組結果を検証する）各種指標
□学校運営協議会の学習部会との連携においてさらなる活性化を図り，学習確認プログラムや週末課題の効果を分析する
□学力向上委員会と連動した教科会を実施し，課題に対しての教職員の共通理解を図る
　具体的項目　教科の授業を大切にしているか・教科の授業はわかりやすいか・定期テストや学習確認プログラムへの準
　　　　　　　備・各種テスト

	各種指標結果（１回目）
教科の授業を大切にしているか…84.4　教科の授業はわかりやすいか…78.9　定期テストや学習確認プログラムへの準備…71.1　1年ジョイントプロ…総66.5（国68.2，数64.8）2年プレ１…総54.5（国68.4社49.4，数52.2，理53.8，英48.8）3年１st…総51.9（国62.4，社43.9，数46.5，理49.6，英56.9）

	自己評価
	分析（成果と課題）
＊学校評価アンケートにおいて，「教科の授業を大切にしているか・教科の授業はわかりやすいか」については，ここ数年とほぼ変化していない
＊「テストや確認プログラムへの準備」は，昨年度末より５Ｐ減っている
＊1年ジョイントプログラムは総合で全市より－１Ｐである。国語は全市を上回っているが，数学が－３Ｐ近いことが影響している
＊2年プレ１では総合で－３Ｐであるが，1年前のジョイプロにおいて全市ワースト５からは，かなり学力は向上した。がんばりグラフも各教科ともに上昇している
＊3年１stでは全市より－２Ｐであり，がんばりグラフも各教科とも減退傾向をみせている

	
	分析を踏まえた取組の改善
分析から，2年生は1年間の学力向上の取組が効果をあげつつあるが，3年生は，それまで全市平均を上回っていたのが，減少したのはアンケート結果に出ているように準備不足（家庭学習の不足）に原因があると思われる。この家庭学習の不足は，全学年の課題と考える。取組の改善・強化としては次の４点である。
□全校として週末に課題（宿題）をだし，家庭での学習を定着させ基礎学力の向上を目指す
□土曜学習の開催（１・２年は定期考査前の土曜日5回，3年生は１１月～の土曜日と定期考査前の土曜日１６回の構成
□「振り返りスタディ」「未来スタディ」を有効活用する
□定期考査前１週間（部活動停止期間）の放課後３０分自主学学習（全員参加）を実施する

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊アンケートからもわかるように家庭学習の不足が大きな要因である
＊家庭学習の定着をはかる従来の取組をさらに強化すべきである
＊学校運営協議会としても土曜学習部会の活性化をすすめていき支援したい
＊

	
	評価日　2017.10.６（月）
	評価者　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
教科の授業を大切にしているか…88.6　教科の授業はわかりやすいか…81.4　定期テストや学習確認プログラムへの準備…69.7　1年ベイシック…総71.0（国68.8，社65.4，数73.3，理67.8，英79.2）　2年プレ2…総50.3（国60.7社48.5，数49.8，理47.8，英45.0）3年2nd…総57.0（国67.5 ，社54.7，数53.7，理50.6，英58.0）

	自己評価
	分析（成果と課題）
＊学校評価アンケートにおいて，「教科の授業を大切にしているか」については，昨年度より－５Ｐと９０Ｐをはじめって割った。
＊「教科の授業はわかりやすいか」は，昨年度とほぼ同じである。
＊「テストや確認プログラムへの準備」は，前期から２Ｐ回復したが昨年度より－３Ｐである 
＊1年ベーシックは総合で全市より＋2.3Ｐである。ジョイントプログラムでは－１Ｐであったところから３Ｐ以上ものばした。
＊2年プレ２では総合で－３Ｐである。プレ１とほぼ同様の結果であり，伸び悩みが伺える。 
＊3年2ndでは1stとほぼ同様の結果であり伸び悩みが伺える。

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊週末の学習課題の質・量の見直しをおこなう。とくに量を増やすことを考えていきたい。
＊授業の「めあて」「ふりかえり」を再度徹底し，ノートの取り方や点検カード等の活用をさらにすすめていく
＊「振り返りスタディ」「未来スタディ」の徹底
＊図書館活用の増大

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊数多くの取組をしているが，もう少し焦点を絞って取り組んでみてはどうか
＊図書館活用について学校運営協議会の図書館部会も協力をおしまない
＊1年生の学力向上については評価できる

	
	評価日　2018.3.9（金）
	評価者　学校運営協議会




（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標　教科学習はもとより道徳教育や人権教育，各種行事における体験を通じて自然や命を大切にし，人を思いやる心，美しいものに感動する感性を培い，粘り強く挑戦し，くじけない強い精神力を養い，よりよく生きようとする姿勢を学ぶことで自尊感情・自己有用感を育む。

	具体的な取組
すべての学校活動において「自ら考え，表現し，聴く活動」を実践し，特に表現する場面では多様な表現方法を体現する
□道徳教育を研究活動の中心に据え，教科の授業の改善にもつなげる
　＊６月１０日（土）に実施する休日参観において１年生；学年道徳，２年生；ふれあいドートク，
３年生；学級道徳を保護者・地域参加型のものとして公開
　＊１月１９日（金）には道徳の研究発表を実施（公開授業は縦割りの全校道徳の形態で実施する）
　＊学級道徳だけでなく，学年道徳・全校道徳を状況や時期に応じて企画
＊ローテーション道徳の実施
　＊道徳の教科化にともなう評価の試行を昨年から行っているが継続し，１月の公開授業にて発表する。
□花山スタイルの人権学習をすすめる
　＊８月の中人権発表を行うことで，昨年から実施している年間で１度は「外国人教育」に焦点をあてる人権教育のスタイルを確立させる
□各種行事や部活動を通して感動する体験を適切に設定する
　＊菜園活動で縦割りの取組
＊学校祭（文化の部・体育の部・合唱コンクール）を通じての協働活動
＊自分を大切にできるだけでなく他者への思いやりを育てる活動

	（取組結果を検証する）各種指標
□道徳教育を研究活動の中心に据え，教科の授業の改善の中で取り組みを検討する
□学校評価をもとに，自尊感情・自己有用感を育みなどについて検証する
具体的項目　仲間を大切にしている・自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている・あいさつができるなど学校や社会のルール，マナーを守っている

	各種指標結果（１回目）
仲間を大切にしている…93.4自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている…80.3あいさつができるなど学校や社会のルール，マナーを守っている…96.4

	自己評価
	分析（成果と課題）
＊「仲間を大切にしている，あいさつができるなど学校や社会のルール，マナーを守っている」はここ数年，93～97Ｐの高い水準を保っている
＊「自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている」は昨年78Ｐと80Ｐを切ったが，再び80Ｐを超えた

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊今年度，文科省の道徳の研究指定を受け，道徳教育の強化に努めてきたが，その効果がやや現れたと考える
＊また，昨年から独自にすすめてきた道徳の評価の試行も影響していると考える
＊さらに道徳教育を推進し，「自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている」を85Ｐまで引き上げたい。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊ここ数年，この項目は高い水準を維持できていることを評価したい
＊地域でのマナー，ルールも向上しているように感じる
＊ただし「自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている」が昨年78Ｐまで減少したことから，今年の重点である道徳教育の推進をさらに強化してほしい
（＊1月の道徳報告会が楽しみだ）

	
	評価日　2017.10.６（月）
	評価者　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
仲間を大切にしている…93.0自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている…76.9あいさつができるなど学校や社会のルール，マナーを守っている…92.5

	自己評価
	分析（成果と課題）
＊「仲間を大切にしている，あいさつができるなど学校や社会のルール，マナーを守っている」は93Ｐの高い水準を保っている。
＊「自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている」は前期で８０Ｐを超えたが，後期に再び８０Ｐを割った。
　回復を目指したい

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊後期に「自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている」を85Ｐまで引き上げたいと数値目標をたてていたが，再び８０Ｐを割ったことはショックだ。次年度，さらに道徳教育を推進するだけでなく，自分自身を肯定できる場を多く設定したい。たとえば，地域貢献の場をなるべく多く創出し，地域からの評価をもっと身近に感じるようにしていきたい。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊「自分を大切にでき自分を誇れる生き方ができている」は前期で８０Ｐを超えたが，後期に再び８０Ｐを割ったことは残念である。道徳の実践発表等，学校が取り組んでいることは理解している。自分自身を肯定できる取組は学校だけでなく，地域でもさらに取り組んでいき協力したい。そのために，地域への生徒参加を学校は今後ますますすすめてほしい。

	
	評価日　2018.3.9（金）
	評価者　学校運営協議会





[bookmark: _GoBack]（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標　体育の授業での基礎体力づくり活動や部活動を通じて，健やかな体を育む。また，心の健康にも気を遣わせるよう意識して取組を工夫する。

	具体的な取組
□保健体育の学習
　体育授業を通じて体力と運動能力の向上を目指して取り組み，保健の学習を通じて心身の健康に向けての理解を深める
□部活動
運動部活動において心身を鍛えることの意味と喜びを感じさせる。また，健康と体力の保持増進のためには食と休養（睡眠）とが大切であること，そして事故を起こさない安全の大切さを理解させ実践させる
また，文化系の部活動においても心身，特に心の健康について理解を深めさせると共に実践させる
今年度から毎週水曜日を週休日とし，部活動を運営する
□不登校生徒へのきめ細かい指導
　これまでから不登校傾向にある生徒に対しては，特にきめ細かい心の通った指導を心掛けてきており個々に応じた指導や取り組みを心がけ，画一的なものにならないようにとくに配慮していく。また生徒だけでなく保護者の気持ちに寄り添った指導を実現させていく。

	（取組結果を検証する）各種指標
□クラスマネージメントなどの活用により，実態分析とめ細かい心の通った指導について職員会議等で検証する
□体力と運動能力の向上と身の健康に向けて，学習・部活動において各部会を通じ共通理解と取り組みの検討を行う
具体的項目　部活動などの課外活動に一生懸命取り組んでいる・運動や読書，ＤＶＤ鑑賞などストレスをため込まない術がある・早寝，早起き，朝ご飯など自分の健康管理に努めている　部活動加入率

	各種指標結果（１回目）
部活動などの課外活動に一生懸命取り組んでいる…85.5運動や読書，ＤＶＤ鑑賞などストレスをため込まない術がある…80早寝，早起き，朝ご飯など自分の健康管理に努めている…73.5　部活動加入率…85.7

	自己評価
	分析（成果と課題）
＊毎年の傾向から課外活動への取組は，部活動加入率に大きく影響している
＊課外活動＝部活動という発想である
＊ここ数年来の課題は，ストレスと規則正しい生活環境であるあることは，数値からも明白である

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊部活動休養日を水曜日に固定する取組を継続する
＊規則正しい生活のリズムを作る一助として，学校での点検活動を定期的おこなう

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊この項目の向上には家庭の協力が必要不可欠である
＊学校運営協議会の図書館部会の取組を活性化し，課外活動としての図書館の活用をすすめていく


	
	評価日　2017.10.６（月）
	評価者　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
部活動などの課外活動に一生懸命取り組んでいる…83.1運動や読書，ＤＶＤ鑑賞などストレスをため込まない術がある…76.7　早寝，早起き，朝ご飯など自分の健康管理に努めている…73.7　部活動加入率…85.7

	自己評価
	分析（成果と課題）
前期とほぼ同様の結果であったが，ストレスに対しては，３Ｐほど減少している。
全般的に数値がここ2～3年停滞気味である

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊部活動加入率と課外活動のポイントが比例している。ということは，部活動に加入していない生徒の課外活動に課題があると考えられる。
＊次年度からの週2日以上の部活動休止が課外活動の充実に影響しないよう考えていきたい

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊新聞紙上等で報道されている部活動についてのガイドラインンの影響が，次年度どうでるのか心配であるが，部活動をしない日にストレスを解消できるような取組が必要だ
＊地域としても，部活動休養日が増えることを活用して，生徒が地域に戻ってくることを期待している

	
	評価日　2018.3.9（金）
	評価者　学校運営協議会


（４）学校独自の取組
	重点目標
自ら学び未来を切り拓く自律心あふれる心身ともに健康な子どもの育成～家庭・地域の想いとともに～

	具体的な取組
１．①小中教科連携～算数・国語・英語を中心に・理科面白実験教室・英語フィールドワーク交流会・オープンキャンパス②発達に応じた読書の推進③授業の統一～めあての提示，まとめ又は振り返りの徹底・ノートの取り方指導の徹底
２．①小中合同あいさつ運動（さわやかマンデー）②小中読み聞かせ活動③道徳教育での連携～共通課題の設定・小中で連携した評価④人権教育での連携～共通課題の設定⑤生徒会児童会交流会
３．①生活のルールの徹底～衣食住に関する共通ルール②小中合同の規範設定③部活動交流④飲酒・喫煙・薬物に関する指導の整理と情報交換

	（取組結果を検証する）各種指標
□小中統一学校評価を実施し取り組みについて分析を行う
□３校合同研修会（総会）を実施し研修会での検証を行う
具体的項目　小中統一評価項目6点

	各種指標結果（１回目）
授業や家庭学習など，自らすすんで学ぶことができますか…低学年90.8　中学年85　高学年87.9　中学校61.5
人の話をよく聞いたり自分の考えや思いを相手に伝えたりすることができていますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…低学年87.5　中学年88　高学年84.3　中学校84.7
自分や友達，家族や周囲の人を大切にしていますか…低学年96.7　中学年98.8　高学年96.4　中学校91.7
友達や家族，地域の人に気持ちよく自分からあいさつしたり必要なときはごめんなさい，ありがとうの言葉がいえますか
…低学年96.1　中学年95.8　高学年95.2　中学校91.0
自分から進んで運動する時間を作っていますか…低学年89.4　中学年84.3　高学年62.6　中学校63.0
規則正しい生活習慣を身につけ病気の予防など健康を保つ努力をしていますか
…低学年80.3　中学年80.1　高学年80.8　中学校70.3

	自己評価
	分析（成果と課題）
＊授業・家庭学習の良い習慣が中学校では20Ｐ以上低下する
＊コミュニケーションについては小中で大きな変化はないが，15Ｐの児童生徒が否定的である
＊自分や他者を大切にしたり，ことばで表すことは小中共に高い水準にある
＊自ら運動する時間は小学校の高学年から20Ｐ以上低下する
＊規則正しい生活習慣については中学校で10Ｐ低下するが，小学校でも6学年通して高い水準とはいえない

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊小中9年間の比較からわかるように家庭学習の不足は中学校が顕著である。（1）確かな学力の取組を強力に推進することが急務である
＊コミュニケーション力については小中で，アウトプットする機会を多く与え90Ｐに近づけたい
＊規則正しい生活習慣については，小中で「生活のルールの徹底～衣食住に関する共通ルール」を徹底する

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊小中統一した評価アンケートの実施で，その特徴がよくわかるようになった
＊中学校には家庭学習の習慣づけを強化してほしいが，学校運営協議会としても土曜学習などを通じて後押しする
＊高い水準にある他者への思いやりやあいさつなどは，地域でも行事への参加などを通して支援していきたい
＊規則正しい生活習慣は小学校から見直す必要性があり，小中連携をすすめてほしい

	
	評価日　2017.10.６（月）
	評価者　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
授業や家庭学習など，自らすすんで学ぶことができますか…低学年89　中学年87.3　高学年81.1　中学校66.9
人の話をよく聞いたり自分の考えや思いを相手に伝えたりすることができていますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…低学年87.5　中学年88.6　高学年77.8　中学校84.4
自分や友達，家族や周囲の人を大切にしていますか…低学年95.7　中学年98.5　高学年97.4　中学校96.4
友達や家族，地域の人に気持ちよく自分からあいさつしたり必要なときはごめんなさい，ありがとうの言葉がいえますか
…低学年92.6　中学年92.5　高学年98.1　中学校95.5
自分から進んで運動する時間を作っていますか…低学年94.3　中学年83.6　高学年72.9　中学校62.8
規則正しい生活習慣を身につけ病気の予防など健康を保つ努力をしていますか
…低学年80.4　中学年78.8　高学年78.4　中学校75.2

	自己評価
	分析（成果と課題）
前期と後期を比較してみると「学習61.5→66.9」「伝える84.7→84.4」「他者を大切91.7→96.4」「あいさつ91→95.5」
「運動63→62.8」「健康70.3→75.2」である。
すべて上昇傾向にある

	
	分析を踏まえた取組の改善
＊中学校において数値が上昇していることから今後も，小中の具体的な取組を継承し強化していく

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
＊小中一貫の取組がすすんでいることを評価する。今後もすすめてほしい。
＊地域貢献という視点を大切にして取り組んでいってほしい。

	
	評価日　2018.3.9（金）
	評価者　学校運営協議会



